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柴川敏之×てんとうむしプロジェクト

2000年後の小学校
PLANET SCHOOL

クショップを重ねてきました。その結果生まれたテーマ
は、「2000年後の小学校」。これは、日常のごくありふ
れたモチーフを化石化することによって「現在」を象徴
するものに変換し、「現在」とは何かを問いかけるという
柴川の作品制作テーマと、京都芸術センターが元・明
倫小学校の建物を利用して運営していることを組み合
わせたものです。その展示内容は…実際に観てのお楽
しみ、ですが、ここで少しだけご紹介します。

「てんとうむしプロジェクト」は、2010年に京都芸
術センター開設10周年の記念事業としてス

タートし、京都芸術センターで活動する約250名のボ
ランティア・スタッフが招聘アーティストと共に運営す
るアートプロジェクトです。第4回目となる今回は、日
本全国で地域住民との関わりを重視した活動を積極
的に展開する美術作家、柴川敏之を招聘しました。
今回の展覧会に向けて、ボランティア・スタッフと柴

川は、昨年5月から10か月にわたってミーティング・ワー
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柴川敏之×てんとうむしプロジェクト
『2000年後の小学校｜PLANET SCHOOL』
会期： 3月5日（火）－30日（土）
※「2000年後の発掘現場」（会場：フリースペース）は、3月

18日（月）－23日（土）のみ公開
会場： ギャラリー北・南ほか館内各所
※会期中無休・入場無料
※イベント情報（P2）もご覧ください。

［過去のてんとうむしプロジェクト］
第1回 「未来への素振り」展（2010年3月5日－3月28日）
招聘アーティスト：小山田徹、伊達伸明
第2回 「tightrope walking─てんとうむしのつな
わたり」（2011年3月8日－3月27日）
招聘アーティスト：wah document
第3回 「京都芸術倶楽部」（2012年3月20日－3月25日）
招聘アーティスト：藤本由紀夫

@インフォメーション
    （南館入口の自動扉を入ってすぐのスペース）
2000年後の世界、そして小学校はどうなって
いるのか。この問いに対する、さまざまな人たち
の回答を展示します。ここで「2000年後」につ
いて、イメージを膨らませてから次の会場へ進
んでいただきます。また、それぞれの会場をつ
なぐ道筋には、ボランティア・スタッフが作成した
「2000年後に発掘された現代の化石」の拓本
を使ったステンドグラスが仕込まれます。この仕
掛けは、日常から離れた「2000年後」の空間へ
のタイムトンネルの役割も担います。

プロジェクトルーム
（展覧会全体の案内所も兼ねる）

@ギャラリー北
ボランティア・スタッフが小学校
時代に使用していた思い出の
品と、それらとコラボレーション
する柴川作品を展示します。ま
た、かつての明倫小学校で使
用されていた学校関連のもの
もあわせて展示します。（協力：
京都市学校歴史博物館）

2000年後の小学校博物館

@ギャラリー南
現代からタイムスリップした
「2000年後」の世界の導入
部分となります。「2000年
後」という漠然とした概念から
「2000年後の小学校」へと
イメージを具体化していく場
所としての役割を持ちます。

2000年後の世界の入口

その他館内各所
柴川作品が、ステンドグラス
の道筋にある館内各所に隠
されています。鑑賞者は、こ
れらの作品を探して、答えを
埋めていくワークシートを完
成させていきます。（ギャラリー
北にいる「2000年後の先生」が
答え合わせをしてくれます）

ボランティアスタッフ井上舞さんによ
るデザイン。プロジェクトの名称は、
京都芸術センター開設10周年にちな
んで名づけられました。「てん（ten）」、
「とう（＋）」、「むし（6む＋4し）」とす
べて数字の10に関連しています。

《PLANET ICON（2000年後に発掘された招き猫の化石）》
ミクストメディア
photo: SHIBAKAWA Toshiyuki

《PLANET ICON》
ミクストメディア
photo: SUEMASA Mareo

《PLANET GLASS（2000年後のステンドグラス）》
インク、水彩、和紙

photo: SHIBAKAWA Toshiyuki

《PLANET EARTH》
ミクストメディア
photo: SUZUKI Toshiharu

《PLANET BRIDGE》
ミクストメディア
photo: SHIBAKAWA Toshiyuki

明倫ar t
K Y O T O  A R T  C E N T E R  N E W S L E T T E R

『明倫』とは、京都芸術センターが元明倫舎、明倫小学校だったことに由来しています。
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各種イベント申込方法
（申込方法・チケット情報等が記載されて
いるもの、共催事業、制作支援事業は除く）
催し名・住所・氏名・電話番号を
添えて、ウェブサイト申込みフォーム、
TEL、FAXで事前にお申込ください。
窓口でも受け付けます。

展覧会
柴川敏之×てんとうむしプロジェクト
『2000年後の小学校│PLANET 
SCHOOL』
会期：3月5日（火）－30日（土）

10:00－20:00
※会期中無休・入場無料

会場：ギャラリー北・南ほか館内各所
※Topic01（P1-2）もご覧ください。

伝統
第314回 市民寄席
日時：3月3日（日）

開場13:30　開演14:00

会場：講堂
出演： 笑福亭智六 「色事根問」
  桂文昇 「紀州」
 桂蝶六 「がまの油」
 桂ざこば 「文七元結」

（出演順）
※前売券は完売いたしました。

継ぐこと・伝えること公開インタビュー
「内田樹に聞く『伝統文化に宿るもの』」
「継ぐこと・伝えること」の冊子作成に伴
い、インタビューを公開します。
「伝統文化に宿るもの」をテーマに、思想
家であり武道家でもある内田樹氏にお話
を伺い、伝統芸能の基軸を探ります。
日時：3月18日（月）

開場18:30　開始19:00
会場：大広間
ゲスト：内田樹（思想家／神戸女学院大学

文学部名誉教授）
司会： 小林昌廣（情報科学芸術大学院大

学教授）
料金：無料
定員：80名

明倫茶会
様々な分野で活躍している方々が席主と
なって、開催するお茶会です。席主によっ
て趣向が異なるので、毎回新たな楽しみ
を見出せるのが魅力です。

｢2000年後の発掘☆茶会｣
日時：3月23日（土）

11:00／13:00／15:00／17:00
会場：和室「明倫」
席主：柴川敏之（美術作家）

［関連企画］
ヒューマンビートボックスワークショップ
日時：3月16日（土）15:00－16:00
会場：講堂
講師：AFRA
料金：500円
定員：10名
対象：小学3年生－6年生

ダンス

KAC Performing Arts Program 
2012 / Contemporary Dance 
ダンスを語る
第6回「伝統と現在を語る」
さまざまな視点からダンスの歴史を読み
解く連続講座の最終回。現代における古
典芸能の身体性について考察します。
日時：3月2日（土）14:00－16:00
会場：ミーティングルーム2
講師：小林昌廣　
料金：500円 
定員：30名程度

Dance 4 All 2012 発表公演
〈シンポジウム 「日本のコミュニティダ
ンスのこれからを考える」〉
日時： 3月31日（日）13:00－14:30
会場： フリースペース 
パネリスト： 大澤苑美（南郷アートプロジェ
クト ディレクター／八戸市まちづくり文化
観光部）、野沢夕紀子（静岡コミュニティダ
ンス実行委員会広報／静岡市文化振興財
団）、横山恭子（福岡市文化芸術振興財
団）、「とりっとダンス」メンバー

コメンテーター： 北村成美（振付家・ダンサー／
Dance 4 All 2009-2011ファシリテーター）、隅
地茉歩（振付家・ダンサー、セレノグラフィカ）

内容：抹茶
定員：各席20名
料金：1,000円
申込方法：往復はがきに、催し名･住所･
氏名･電話番号･希望時間を明記の上、
3月8日（金）〔消印有効〕までにお申込くだ
さい。ウェブサイトからもお申込みいた
だけます。応募者多数の場合は抽選。

※Topic01（P1-2）もご覧ください。

音楽
明倫レコード倶楽部 其ノ46
「ピアノ音楽特集」
レコード研究家の亀村正章氏と、ピアニ
ストの樋上由紀氏を迎え、ピアノ音楽の
SPレコードを鑑賞します。
日時：3月2日（土）14:00－16:30
会場：講堂
料金：500円（1ドリンク付）

音楽と市民の広場43
『NOTHIN’ BEATS』
日時：3月16日（土）

開場18:30  開演19:00
会場：フリースペース
出演：AFRA（ヒューマンビートボックス）
 TOKIO（ライブペインティング）
料金： 一般前売1,800円／当日2,000円 、

学生1,000円（前売・当日共）
※要学生証呈示

チケット取扱：京都芸術センター、チケッ
トぴあ（Pコード：191-892）、イープラ
スにて販売中。

※ウェブサイトからも予約可能。
※Topic03（P4）もご覧ください。

柴川敏之×てんとうむしプロジェクト

『2000年後の小学校｜PLANET SCHOOL』 関連企画

Event
Information

イベント情報

柴川敏之×てんとうむしプロジェクト『2000年後の小学校｜PLANET SCHOOL』会期中には、
さまざまな関連企画を実施します。

【関連企画1】
アーティストトーク 「2000年後のギャラリーツアー」
館内各所にわたる本展のみどころなど、招聘アーティス
ト・柴川敏之が案内します。
日時：3月10日（日）14:00－16:00
会場：館内各所（集合場所：館内入口のプロジェクトルーム）
※事前申込不要・入場無料

【関連企画2】
アーティストトーク 「2000年後のナイト☆ツアー」
こちらも柴川によるギャラリツアーてすが、昼のツアーとは
ひと味違うものになりそうです。夜の小学校…といえば、
きもだめし？？「2000年後」の夜の小学校へ出かけてみま
しょう。
日時：3月10日（日）19:00－21:00
会場：館内各所（集合場所：館内入口のプロジェクトルーム）
※当日は、一部展示会場を延長開廊します。
※事前申込不要・入場無料

【関連企画3】
ダンスパフォーマンス 「2000年後の人類☆復活」
フリースペースに突如現れた巨大な「2000年後」の発掘
現場から蘇った人類（ダンサー）が出現…？ （本パフォーマ
ンスのステージとなる「2000年後の発掘現場」は、18日（月）－
23日（土）に期間限定公開します）
日時：3月17日（日）開演18:00
会場：フリースペース
出演： 関典子（舞踊家／神戸大学大学院人間発達環境学研

究科講師） 
※事前申込不要・入場無料

【関連企画4】
明倫茶会 「2000年後の発掘☆茶会」
3月の「明倫茶会」も本展関連企画となります。柴川敏之
と京都芸術センターボランティア・スタッフ等の有志によ
る茶道サークル「いっぷく」が協働して企画する「明倫茶
会」はどんなものになるでしょうか。内容は「抹茶」とありま
すが、スタンダードな「お茶会」でないことはタイトルから
も明らか。「2000年後」を「発掘」体験してみませんか。
日時：3月23日（土）11:00／13:00／15:00／17:00
会場：和室「明倫」（待合：フリースペース）
内容：抹茶
料金：1,000円
※イベント情報（P2）もご覧ください。

※その他関連企画については、ウェブサイトにて随時お知らせ
していく予定です。

柴川敏之（しばかわ としゆき）
イタリアのポンペイ遺跡や広島県福山市の草戸千軒町遺跡に触発
され「2000年後から見た現代社会」という壮大なテーマをもとに活
躍する美術家。現代を象徴する身近な物をベースに絵画的技法を
用いて「化石」化させた作品を制作し、全国のミュージアムをはじめ、
街の商店街や歴史的建造物等での、地域や場所にこだわった展覧
会やプロジェクトを精力的に行っている。また同時に、子どもたちや
一般の人 を々対象にしたユニークなワークショップを通して、ものの
存在や現代の諸問題について、見つめ考え直す活動を続けている。
現在、岡山市在住、就実短期大学教授。
公式ホームページ：http://www.planetstudio41.com

京都芸術センターボランティア・スタッフについて
京都芸術センターでは、大学生から80歳代まで年齢・性
別を問わず約250名のボランティアスタッフが活動してい
ます。展覧会における監視業務、発送作業補助、公演・
演奏会などイベントの受付補助などが主な仕事です。ボ
ランティアスタッフの中には、開設当初から継続して活動
を続ける人、地域住民として協力する人など、そのかかわ
り方は多彩です。他施設で文化ボランティアとして活動
するなど、地域とのつなぎ手としても活躍しています。

チラシやこのページに掲載されていないことも、まだまだたくさ
んあります。ギャラリーだけでなく、京都芸術センターのあらゆ
る場所が「2000年後」の空間に。館内各所に隠された作品を探
して歩くと、まるで宝探しのように楽しい気分に！？今まで知ら
なかった場所にも出会えるかもしれません！

藤田瑞穂（アートコーディネーター）

「てんとうむしプロジェクト」ミーティング
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こどもから大人までの参加者によるコミュニティダンス企画「Dance 4 All」、いよいよ発表公演！

司会： 佐東範一（NPO法人JCDN）
※予約不要・入場無料
〈公演 『ひとつの明るい建物』〉
日時： 3月31日（日）

14:30開場　15:00開演
会場： 講堂
演出：黒沢美香
出演： Dance 4 All 2012参加者
料金： 前売500円／当日1,000円

※小学生以下無料
チケット取扱： 京都芸術センターにて販売中。
※ウェブサイトからも予約可。
※Topic02（P3）もご覧ください。

明倫ワークショップ
京都芸術センター制作室で創作活動を
行うアーティストによるワークショップ。
（参加無料）

烏丸ストロークロック
「エンゲキの庭－おやこ編③」
体を動かしたり、伝言ゲームをしたり、絵
本を声に出して読んでみたり…。ゲーム
形式で楽しみながら、お子様と一緒にお
芝居の世界に触れてみませんか？
日時：3月3日（日）11:00－12:00
会場：制作室8
定員：親子5組まで
※3歳以上～小学6年生までのお子様と一緒
にご参加ください。
※動きやすい服装でご参加ください。

新世界ゴールデンファイナンス
「内山大の白ダイエット」
みんな飲んで食べてが大好きだと思います
が、それでも体は引き締めたい。好きなもの

を食べても体を絞る。それを目指して5～8
種類のエクササイズを一緒にしましょう。減
量できなくてもきっと体は引き締まる。そし
ておいしくご飯が食べられるように！
日時：3月4日（月）19:00－20:30
会場：制作室12
定員：10名
※動きやすい服装でご参加ください。長ズボン
の着用をおすすめします。

劇団飛び道具
「『四人のショショ』公開稽古」
3月21日－24日に行われる公演『四人の
ショショ』の稽古場を公開します。
日時：3月7日（木）19:00－21:00
会場：制作室1
定員：10名
※暖かい服装でご参加ください。

佐藤隼 「京都で生み出す 100のアイ
デア／瀬戸内に残す作品」
今回のワークショップで制作された作品
は、①京都のギャラリー、②瀬戸内国際
芸術祭2013にそれぞれ展示されます。一
緒に新しい作品を制作しましょう！
日時：3月10日（日）13:00－16:00
会場：制作室2
定員： 15名
※動きやすい服装でご参加ください。

KUNIO 「KUNIO08『椅子』
FINAL稽古見学＆ワークショップ」
3月28日（木）－31日（日）開催の公演に向
けた稽古の見学とワークショップです。演
出上のネタバレが含まれますので、ご了承
ください。
日時：3月16日（土）15:00－17:00
会場：制作室10
定員：15名

料金：無料
主催・問合せ：京鹿の子絞振興協同組合

TEL：075-255-0469

「踊りに行くぜ！！」Ⅱ（セカンド）vol.3
京都公演 ～JCDNダンス作品クリ
エイション＆全国巡回プロジェクト～
日時：3月9日（土）

開場18:30　開演19:00
3月10日（日）
開場14:30　開演15:00

会場：講堂
上演作品：『真・奇想科学世界ダンサーボー
イ』（作：生島翔、大迫毛太）、『House the 
homeless』（作・演出・美術：カミイケタクヤ）、
『MuDA G』（構想： QUICK、作：MuDA）
料金：一般前売3,000円、学生前売 

2,000円、当日3,500円（一律）
主催・問合せ：JCDN事務局

TEL：075-361-4685 
WEB：http://www.odori2.jcdn.org/3/

「京都の暑い夏／Dance Scape」
プロジェクト 『HARAKIRI』
フランスの振付家ディディエ・テロンの話
題作『HARAKIRI』を、6人の日本人女性
ダンサーたちが踊ります。
日時：3月13日（水）19:00

14日（木）19:00
会場：講堂
演出・振付：ディディエ・テロン
出演： 足立七瀬、伊東佳那子、

井田亜彩実、佐伯有香、杉山絵理、
野村香子

料金： 一般前売2,000円／当日2,500円
学生前売1,500円／当日2,000円

チケット取扱：京都芸術センター窓口
HARAKIRIウェブサイト（予約）
http://www.hotsummerkyoto.com/harakiri/

光島貴之 「声の手ざわり－さまざま
な素材で触覚コラージュを作ります」
普段何げなく聞いている人の声を、手ざ
わりやかたち、色にして表現してみます。
日時：3月20日（水・祝）14:00－17:00
会場：制作室4
定員：15名
対象：小学生高学年以上
※ミュージアム・アクセス・ビュー連携プログラム
WEB：http://mitsushima.txt-nifty.com/view/

横山良平 「〈アタリ〉と〈アワセ〉の
ワークショップ」
受動と能動の境界に置かれた身体を意識
して、日常に潜む緊張感を釣上げます。
日時：3月30日（土）18:00－21:00
会場：制作室3
定員：10名
※動きやすい服装でご参加ください。

共催事業
「伝統と文化のものづくり」
京都が誇る伝統工芸のひとつ「京鹿の子
絞り」の実演と体験会を行います。
【実演】
日時： 3月2日（土）、3日（日）、10日（日）、16日

（土）、17日（日）、23日（土）、24日（日）
各日13:00－18:00

【体験会】
日時： 3月10日（日）、16日（土）、17日

（日）、23日（土）、24日（日）
各日13:00－18:00
※所要時間は1時間程度

定員：各日30名程度
※先着順で受付、定員に達し次第終
了します。

会場：ワークショップルーム

Dance 4 All 2012 『ひとつの明るい建物』

京都芸術センターで毎年実施し
ているコミュニティダンス企画

「Dance 4 All」も今年で4回目を迎え
ました。コミュニティダンスとは、振付
家やダンサーと一般の人々が一緒に創
造的な活動を行うこと。ダンスには、言
葉や道具を使用せず、自分自身の身体
で創造し、表現することで他者とコミュ
ニケーションを図ることができる、とい
う特徴があります。そのダンスの力を教
育や福祉、地域活性化などに活用する
ことを目的に、英国では70年代半ばか
ら活発にコミュニティダンス活動が行
われるようになってきました。日本にお
いても、学校や公共ホール、文化財団、
アートNPO、アーティストなどが中心と
なり、近年さまざまな取り組みがなされ
るようになってきています。
京都芸術センターでも、これまでの

3回の「Dance 4 All」でたくさんの出会
いと忘れられない創造の瞬間がありま
した。「ダンスなんて…」と尻込みしな
がら通っていた参加者が最後に見せた
活き活きとしたダンス、初めての参加
者がびっくりするような演出アイデアを
持ってきたこと、ファシリテーターが来
られない日も練習内容を参加者皆で考

えたこと、本番の時のこどもたちの驚く
ほどの集中力…そのどれもが、「ダンス」
を通して得られたかけがえのない成果
だったのではないでしょうか。

4回目となる今回の発表公演では、
新たな取り組みとして、参加者全員が
ひとつの作品づくりに挑戦します。こ
れまでは参加者がいくつかのグループ
に分かれて短い作品に出演していまし
たが、1時間の作品に全員で挑むのは
初めてです。演出を務めるのは、振付
家・ダンサーの黒沢美香。黒沢は、即
興性をベースとしながらダンスを捉え
直す試みの作品創作・国内外での上演
を重ねてきたほか、自身のソロダンスシ
リーズや年齢差40歳のメンバーを抱え
る「黒沢美香＆ダンサーズ」の活動等
でダンスを問い続けてきたアーティスト
です。昨年9月からは2月までは定期稽
古と位置付けて、黒沢自身がのべ4回
京都に足を運び、「Dance 4 All」参加
者とワークショップを積み重ねてきまし
た。3月半ばからは、さらに集中したリ
ハーサルを行う予定です。
黒沢が今回の作品のテーマとして念

頭に置いているのは、小学校として長
い歴史を歩んできた京都芸術センター

の「建物」。公演の舞台となる講堂には
たくさんの記憶が宿っています。その記
憶と参加者個人の抱える歴史が融合し
た時、この場所でしか、そしてこの参加
者たちの身体でしか見られない特別な
ダンスが立ち現れるのではないでしょう
か。その瞬間にぜひお立会いください。

3月31日の公演の前には日本のコ
ミュニティダンスのこれからについて
各地の主催者と考えるシンポジウムも

開催します。こちらも併せてご参加く
ださい。
※公演情報はイベント情報（P2-3）をご覧くだ
さい。
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Dance 4 Allの楽しみは、そのユニークな参
加者の面 と々会えること！今年はなんと年齢
差60歳以上？観客の皆さんもその魅力にノッ
クアウトされること間違いなしです。ぜひお越
しください。

川崎陽子（アートコーディネーター）

2月の第6回ワークショップの様子
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ンジや個性をミックスすることで新しいヒューマンビー
トボックスを創りはじめています。
ストリートから立ち上がったシンプルで力強い表
現、ヒューマンビートボックス。NOTHING BEATS 
THEM. （何ものも彼らを打ち負かせない。）
そのビートをぜひ会場で体感してください。ライブ
ペインティングとのコラボレーションもお楽しみに。

AFRA（アフラ／ヒューマンビートボクサー）
1996年にＮＹ、セントラルパークで見たThe Rootsのビートボ
クサーRahzelのパフォーマンスに衝撃を受け独学でビートボッ
クスを始める。高校卒業後NYへ単身渡米、映画「Scratch」出
演や、唯一の日本人として出演したビートボックス・ドキュメンタ
リーフィルム「Breath Control」などに出演。2003年、日本人初
のヒューマン・ビートボックスアルバムとなる1st Album「Always 
Fresh Rhythm Attack」をリリース。2004年、プロデューサーに
Prefuse 73を迎え2nd Album「Digital Breath」をリリース。2009
年10月、ソロ名義にて3rd Album「Heart Beat」をリリース。2012
年、曽我部恵一と共に、ユニット「AFRAに曽我部」を結成、「listen 
2 my ♥ beat」をリリース。SUMMER SONIC（2006年、2007
年）、FUJI ROCK FESTIVAL（2006年、2009年）に出演。FUJI 
XEROXのTV-CMやadidas Original 09SS全世界キャンペーン
CMなどにも出演している。

主催・問合せ： 一般社団法人ダンスアンド
エンヴァイロンメント
TEL：070-6500-7242  

第1回 飯森範親と森悠子のオーケ
ストラ・室内楽特別セミナー
─指揮者からのアドバイス─
日時：3月22日（金）－26日（火）

※受講は事前希望者対象
会場：フリースペース ほか
料金：聴講料各日2,000円

※3月22日（金）、23日（土）は定員10
名、25日（月）、26日（火）は定員50
名。聴講生は先着順で受付、定員
に達し次第終了します。

主催・申込・問合せ先：長岡京室内アン
サンブル事務局
TEL／FAX：075-351-5004
E-mail：office@musiccem.org

制作支援事業
ヨーロッパ企画 イエティ#7
『さらば、ゴールドマウンテン』
大阪公演
日時：3月1日（金）19:30

2日（土）13:00／18:00
3日（日）13:00

※受付は開演の60分前／開場は開
演の30分前

会場： in→dependent theatre 2nd（大
阪市浪速区）

料金：前売3,000円／当日3,500円
問合せ：サウンドクリエーター

TEL：06-6357-4400 
WEB：http://www.sound-c.co.jp

平成24年度公共ホール
現代ダンス活性化支援事業
セレノグラフィカ ダンス公演
『開けてみようよ！ ダンスの玉手箱』
日時：3月3日（日）

開場14:30　開演15:00
会場： 舞鶴市総合文化会館小ホール
料金： 一般1,000円／高校生以下500

円（前売・当日共） 
問合せ：舞鶴市総合文化会館

TEL：0773-64-0880（平日8:30－19:00
／土日祝17:15まで／月曜休館）

MONO 第40回公演
『うぶな雲は空で迷う』
日時：3月8日（金）19:30◎

9日（土）14:00／18:30★
10日（日）14:00
11日（月）19:00

※受付は開演の60分前／開場は開
演の30分前
◎初日特別料金：各料金より500円引
★アフタートークあり

会場：ABCホール（大阪市福島区）
料金：一般前売3,800円／当日4,000円

U-25（対象：25歳以下）前売2,800円
小･中･高校生前売1,500円

問合せ：キョードーインフォメーション
TEL：06-7732-8888（10:00－19:00）

かなもりゆうこ・納谷衣美
『本の梯子 -Book Ladder-』
本と言葉をめぐる展示・催し・限定部数の
アートブックの三本立て。企画：村松美
賀子、展示：福田尚代・かなもりゆうこ、
催し：いしいしんじ・mama!milk・華雪・
福永信 ほか。
会期：3月20日（水）－31日（日）

※3月26日（火）・27日（水）休廊・入場無料

会場：スペース・イサン（東山区）
料金：2,500円（前売・当日共）
問合せ：劇団飛び道具

E-mail：shosho@tobidougu.jp
WEB：http:// tobidougu.jp

KUNIO08 『椅子』ファイナル
日時：3月28日（木）19:00

29日（金）19:00
30日（土）15:00
31日（日）15:00

※受付は開演の60分前／開場は開
演の30分前

会場：京都芸術劇場 studio21（左京区）
料金： 一般前売 3,000円／当日 3,500円
 シニア・学生＆ユース前売 2,500

円／当日 3,000円
※ユースは25歳以下、シニアは60歳以上

問合せ：KUNIO
E-mail：info@kunio.me
WEB：http://www.kunio.me/

大西由希子&竹ち代毬也
ダンス公演 「ないものねだり」
バリ舞踊の大西と、舞踏の竹ち代がダンス
の創作を通してお互いの根っこを辿る試み。
日時：4月1日（月）20:00
会場：UrBANGUILD（中京区）
料金：前売2,000円／当日2,300円

※1ドリンク付
問合せ：竹ち代毬也

E-mail：ya87524@kf7.so-net.ne.jp

チケット販売
第229回 市民狂言会
日時：3月22日（金）

場所： ギャラリーモーネンスコンピス
 （上京区）
問合せ：本の梯子 -Book Ladder-

E-mail：mikakomrmt@gmail.com
WEB：http://book-ladder.tumblr.com

かなもりゆうこ・納谷衣美
パフォーマンス 『What is the 
Name of This Book?』
かなもりゆうこ・納谷衣美によるパフォー
マンスシリーズ。ゲストに吉福敦子。『本
の梯子 -Book Ladder-展』関連企画。
日時：3月29日（金）

開場19:00　開演19:30
場所：Social Kitchen（上京区）
料金：2,000円（1ドリンク付）（要予約）
問合せ：dance performance this book

E-mail：thisbook329@gmail.com

烏丸ストロークロック
『国道、業火、背高泡立草』 伊丹公演
日時：3月22日（金）19:30

23日（土）14:00／19:00★
24日（日）14:00

★アフタートークあり
会場：AI・HALL（伊丹市）
料金： 一般前売2,500円／当日3,000円

学生前売2,000円／当日2,500円
※要学生証呈示

問合せ：烏丸ストロークロック（制作担当）
TEL：070-6682-6900
E-mail：info@karasuma69.org
WEB：http://karasuma69.org/

劇団飛び道具 『四人のショショ』
日時：3月21日（木）19:00

22日（金）19:00
23日（土）14:00／19:00
24日（日）14:00

※受付開始・開場は開演の30分前

音楽と市民の広場43 『NOTHIN’ BEATS』

身体が奏でるビート、ヒューマンビートボックス

ヒューマンビートボックス（Human Beatbox）は
ヒップホップ文化から派生した音楽で、ドラムや

ベース、レコードのスクラッチ音などを声や息の出し
方で表現します。みなさんもテレビなどで一度は目に
したことがあるのではないでしょうか。

1980年代に、アメリカでドラムセットを買えない若
者たちがドラム音を口真似したことがその始まりとも言
われているヒューマンビートボックスは、今や世界中
に広まり、ヒップホップという枠を飛び越えひとつの音
楽ジャンルを形成するに至りました。「音楽と市民の広
場43」では、日本にヒューマンビートボックスを紹介し
たパイオニアAFRAを迎え、ライブペインティングとの
コラボレーションライブを行います。
ヒューマンビートボックスは「まねる」スキルがその
根底にあります。プレーヤーからドラムやベースなど
複数の楽器のビートがほんものそっくりにスピット（=
吐き出される）される独特のスタイルにそのおもしろさ
があります。こうした「まねる」という行為を表現の根底
に持つことは、何もヒューマンビートボックスに限った
ことではありません。古く遡れば能楽を大成した世阿
弥も、芸の根本は「物まね」であると説き、「物まねに、
似せぬ位あるべし。物まねを極めて、その物にまことに
成り入りぬれば、似せんと思う心なし」（物まねを極め
ればもはや似せようとさえ思わなくなる。）と、「風姿花
伝」で示しています。楽器をまねることでそのスタイル
を創り上げてきたヒューマンビートボックスの誕生か
ら約30年、まねるスキルをもはや当たり前のものとし
たヒューマンビートボクサーたちは今、それぞれのアレ
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音楽と市民の広場43 『NOTHIN’ BEATS』
日時：3月16日（土）開場18:30　開演19:00
会場：フリースペース
出演：AFRA（ヒューマンビートボックス）、

TOKIO（ライブペインティング）
料金：一般前売1,800円／当日2,000円

学生1,000円（前売・当日共）
［関連企画］ヒューマンビートボックスワークショップ
日時：3月16日（土）15:00－16:00
会場：講堂
講師：AFRA
料金：500円
対象：小学3年生－6年生
※詳細はイベント情報（P2）をご覧ください。

日本ではボイスパーカッションと言われることもありますが、
正確にはボイスパーカッションはヒューマンビートボックスの
テクニックのひとつです。ヒューマンビートボックスには「ボイ
パ」だけではないたくさんの種類があります。ぜひ会場で聴い
てみてください。

勝冶真美（アートコーディネーター）
©RUI HASHIMOTO（soundshooter）
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館長コラム
富永館長がつれづれなるままに筆を走らせるコラム。
季節ごとに登場します。
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開場18:30　開演19:00
会場：京都観世会館（左京区）
演目：盆山、素袍落、腹不立、髭櫓
出演： 茂山千五郎、茂山七五三、茂山

あきら ほか
料金：前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸
京都店、高島屋京都店、京都観世会
館、チケットぴあ（Pコード：425-036）に
て販売中。
※団体券2,200円（20人以上）は京都芸術セ
ンターにて販売。
※公演当日、会場にて平成25年度市民狂
言会年間席札、第230回市民狂言会前
売券を先行発売致します。（一般発売は4

月予定）

第315回 市民寄席
日時：5月15日（日）

開場18:30　開演19:00
会場：講堂
出演： 笑福亭呂好 「寄合酒」
   林家染左 「胴斬り」
 桂梅団治 「宇治の柴舟」
 桂きん枝 「一文笛（桂米朝・作）」
 （出演順）
料金：前売1,500円／当日1,800円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸
京都店、高島屋京都店、チケットぴあ
（Pコード：426-733）にて販売中。

平成25年度 「市民寄席」
年間席札発売
公演日：5月15日（水）、7月18日（木）、9月

3日（火）、2014年1月10日（金）、3月
2日（日）
会場：講堂
料金：6,000円（全5回分）限定100枚

※お一人様2枚まで。

京都芸術センターにて、3月3日
（日）10時より発売。
年間を通じて前売券をご購入いた
だくよりもお安くなります。
※完売次第、終了させていただきます。

問合せ：京都芸術センター

チケットぴあで取扱いのチケットは、
電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア
（セブンイレブン、サークルＫサンクス）の
専用端末などからご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp
TEL：0570-02-9999

募集

募集要項および応募用紙は、京都芸
術センターにて配布中。ウェブサイト
からもダウンロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を
記入の上、必要書類とともに京都芸
術センターまで送付または持参（持参
の場合は締切日の20時まで）。

作家ドラフト2014
作品展示プラン募集
若手アーティストの発掘・支援を目的に
行われる作品公募。ギャラリー北・南いず
れかの空間のための作品展示プランを広
く公募します。
募集期間： 4月1日（月）－4月20日（土）
〔当日消印有効〕

一般50,000円／学生・アーティスト
40,000円
※4月15日までの申込については，早期割
引として受講料を5,000円値引。

締切：6月30日（日）〔必着〕
※応募書類は締切を待たずその都度選考
し、結果を通知します。
定員になり次第、募集を打ち切ります。

KYOTO EXPERIMENT 2013
インターン募集
国際舞台芸術祭「KYOTO EXPERIMENT」
を共に運営する制作インターン及びテクニ
カルインターンを募集します。
募集内容：制作インターン及びテクニカ
ルインターン
募集期間： 5月－11月、7ヶ月間
選考方法：書類選考の後、面接を行い
ます。
応募締切： 4月19日（金）〔消印有効〕
応募方法：応募用紙に必要事項を記
入の上KYOTO EXPERIMENT事
務局まで郵送。応募用紙はKYOTO 
EXPERIMENT ウェブサイトからもダ
ウンロード可能。
応募先・問合せ先：

KYOTO EXPERIMENT事務局「2013
年度 インターン募集係」（担当：丸井）

※詳細はKYOTO EXPERIMENTウェブサイ
ト（http://www.kyoto-ex.jp）をご覧ください。

京都芸術センター通信『明倫art』は、
次号よりリニューアル致します。
お楽しみに！

審査方法：書類選考にてギャラリー北・
南について入選者各1名（組）を決定。
審査員：青木淳（建築家）
支援内容：
・ 作品制作、運搬、展示及び撤去費とし
て1名（組）につき30万円の補助

・ 広報及び宣伝協力
・ 会期中及び展覧会準備期間中のアトリ
エ提供（入選者で共有、使用期間は調整の
うえ決定）など
展覧会開催日程：2014年2月
展覧会会場：ギャラリー北・南

トラディショナル・シアター・トレーニング
2013（T.T.T.）受講生募集
トラディショナル・シアター・トレーニング
（T.T.T.）は、舞台芸術に携わる人を対象と
した3週間の伝統芸能トレーニングです。
期間：7月19日（金）－8月9日（金）
講師：
プログラム・ディレクター：ジョナ・サルズ
能（観世流）：片山伸吾、田茂井廣道、
大江信行

狂言（大蔵流）：茂山あきら、丸石やすし、
茂山童司

日本舞踊（若柳流）：若柳弥生
応募条件：演劇・ダンスなど、舞台芸術
に関わる表現活動を行っている方（研
究活動も可）で、オリエンテーション
から発表会までの概ねすべてのスケ
ジュールに参加できる方。伝統芸能を
積極的に学ぶ意欲のある方。国籍・年
齢・性別は問いません。

定員： 24名（能・狂言・日本舞踊各コース8
名程度） 

受講料：一般70,000円／学生・アーティ
スト（※審査あり）50,000円
※リピーター割引（過去にT.T.T.を受講いただ
いた方）

音楽と市民の広場43 『NOTHIN’ BEATS』

身体が奏でるビート、ヒューマンビートボックス
が脱落してしまう。（条件法で書く
が、かりに首相が環境問題に熱心で
あれば「アベコロジー」という、語源
にかかわる部分は尊重できるものの、
もっと滑稽な語ができるのだが）。こ
うして言葉にたいする感覚が奇妙な
造語のおかげで損なわれてゆく。こ
の無神経は、大胆果敢と見え、実は
無謀かつ危険な政策にふさわしいの
かもしれないけれども…。
ただしここでは古典古代にまでさ
かのぼる言語文化の正確な理解が
求められているのではない。問題は
かならずしも日本人の言語感覚に
かぎらない。英語の世界でも同様の
ことが進んでいる。省略や造語とは
少しことなるが、英語の本の行末で
ECONOにハイフンをつけてMICSを
次の行に回すような、言葉の生命の
無視がいつの頃からか平気でなされ
るようになってきた。言語から美的
感覚が脱落するのは、現代世界に共
通の傾向なのだといってもよい。
センターの正式名称を発語するの

は面倒ではあるが、『明倫art』の読
者はゲーセンなどとはまちがっても
口にされないよう、あらためてお願い
します。

二文字の漢字を「と」でつなぐ、埴
谷雄高風のタイトルであるがそれほ
どの内容ではない。『死霊』の著者に
はむしろ恥ずかしいくらいである。
｢ゲーセン｣―京都芸術センター

がはじまってまもなくからだが、こんな
ふうに呼ばれるのを耳にするたびにた
いへん気持ちの悪い思いをしていた。
まずなによりも「ゲー」という音感がよく
ない。私自身はそんな発語をしたこと
はなく、そのうちあまりなくなったかと
思っていたが、つい数日前にあい変ら
ずこの略称を聞いて、しかもセンター
にまったく関係のないわけではない人
たちの口から出ただけに、愕然とした。

ビールを飲まない私は、夏の暑い
日など、喉を潤すために「ゲロルスタ
イナー」という炭酸水を愛飲している。
同種の商品のなかではこれがいちば
んおいしい。しかし残念ながらやはり
響きがよくない。この水を産出する土
地はドイツ西部にあり、かつてこの国
にいくつも存在する大公領のひとつで
あった。その大公妃をタイトルに使用
したオペレッタを書いているのがオッ
フェンバック。曲全体を聴いたことは
ないが、序曲は炭酸水と同様に元気
が出てくるのでよく聴く。それ以上に
タイトルはフランス語にしたがい「ジェ
ロルスタン公爵夫人」と、多少とも透

明な音に近づくのが心地よい。
いや、いささか脱線した。固有名詞
の省略がともなう美しい音の消滅が
問題なのであった。地名をつづめるの
は「テンロク」（＝天神橋筋六丁目）な
ど、大阪の習慣のようで、それほどで
もない京都でもたとえば「センナカ」と
いう。ゲーセンにくらべると汚くはない
が、しかしどこか軽薄でまの抜けた音
になり、千本と中立売という地名の歴
史的な意味も隠れてしまう。言葉のな
かで音と意味とは無関係ではない。
省略による造語は発語主体の意図

を明瞭にすることもあるが、安易な省
略のためにそこから脱落してしまうも
のも少なくはない。言葉の響きだけで
はなく、意味そのものが消滅する場
合もある。とりわけそこに外国語が混
じると困ったことが生じてくる。
先の総選挙で「大勝」した政党

が打ち出した政策を、ジャーナリ
ズムは「アベノミクス」と呼びはじ
めた。ABEとECONOMICSを少
しつづめてひとつにするのなら、音
が冗長になるのを覚悟でせめて
ABECONOMICSとしてほしかった。
そうでないとこの言葉のたいせつな
構成要素であるギリシァ語のOIKOS

省略と脱落　富永茂樹
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声の復権
正木喜勝

この場所で身体を開拓する
山脇益美

地点 『コリオレイナス』
演出：三浦基
1月25日（金）－29日（火）　京都府立府民ホールアルティ

国内ダンス留学＠神戸1期生ショーイング
「14,749,200秒」
1月18日（金）・19日（土）　Art Theater dB KOBE

劇団「地点」がシェイクスピアの悲劇
『コリオレイナス』を上演した。初演は
2012年ロンドンのグローブ座、その後
ロシア公演を経て、このたびの日本初
演となった。会場は京都府立府民ホー
ルアルティで、グローブ座の張り出し
舞台と客席（1階立見ヤード席、2階ロ
イヤル席、3階ギャラリー席）を再現し
ての上演となった。
地点の特徴は、日常の原則から切り

離された声や身振りを用いて、演劇独
自の表現を構築しようとする点にある。
……とは言うものの、私には何故そん
な手段を選ぶのかずっと理解できな
かった。あの不自然なアクセントやイン
トネーション、文節を無視した区切り
方等々は、単なる遊びに過ぎないので
はないかとさえ思っていた。しかし今回
の上演で、自分の感覚がいかに鈍って

わたしにとって神戸は、ダンスを観る
ために行く町だ。2年前に初めて訪れた
この会場は特に。JR新長田駅周辺を
歩くのが好きで、賑 し々いけど昔の商
店街も残っている。鉄人28号のモニュ
メントに圧倒されながら、よし、ダンス
観るぞと、わくわくできる界隈である。
そんな神戸で初めて開講されたプロ

ジェクト「国内ダンス留学」。第1期生と
して、全国から集ってきた振付家7名と
ダンサー7名が受講している。実践と同
時に、振付家コースは振付理論、制作
講座、世界各国のダンスの歴史など、
ダンサーコースはヨガ、バレエ、コンテ
ンポラリー、舞踏などを学んできた。　

14,749,200秒というのは、入学した
8月1日から1月18日までの時間をあら
わす。約半年とか、171日間とかでなく、
14,749,200秒。もちろんすべての「秒」

れた声そのものが劇場空間を支配して
いたと言えるほど、そのインパクトは大
きかった。地点の俳優は音量、強弱、
速度、高低、抑揚、区切り等を自在に
操り、声にさまざまな表情を付ける。た
とえば、劇場全体に響き渡る声がそれ
自体で武勲の誉れ高いコリオレイナス
の圧倒的な存在感を示したかと思え
ば、外国人訛りを誇張したようなぎく
しゃくした声が彼の無骨さを直観的に
描き出したりもする。それは、単に怒り
を表現したいから声を荒げるといった
習慣的なものではなく、感覚に直接作
用するもっと根源的なものに支えられ
ていたように思われる。頭ではなく耳で
台詞を理解させられたと言えばいいだ
ろうか。
声に圧倒され、声に笑う。地点の声

に慣れてくると、今度は身体が生理的

身のダンサー4人が集まった。「今いる場
所」と「帰りたい場所」について身体に問
うてみるというコンセプト。ここで使われ
ていた「方言」とは、その人の生きてきた
道のりや環境や癖なんかを強く体現させ
る行為である。それぞれの生き方がぶつ
かり合うという点で、ダンス留学だからこ
そ生まれた作品になったのではないか。
他にも、身体のラインが見え隠れする

ような手法で乳白色のトタン板を用い
た西岡樹里『C/O/S/M/O/S』や、バレエ
の要素を取り入れた小林美季『再帰』、
リカちゃん人形に自分たちの身体を重
ねたくはのゆきこの作品など。７タイト
ル、どれもが審査対象として独立して
いることは承知だけれど、順繰りでいろ
んな出演者がいろんな作品に出ていた
から、連なりで観ていると一層面白かっ
た。当たり前かもしれないけど、作品に

いたかを思い知らされることになった。
『コリオレイナス』は、祖国ローマの
ために戦ったにもかかわらず護民官と
民衆によって追放された将軍コリオレ
イナスが、敵将と手を組んで祖国を滅
ぼそうとする物語だ。最終的に母親の
懇願によってコリオレイナスは意を翻す
が、そのことが仇となって敵将に殺され
てしまう。再構成された地点の上演台
本も大筋はこの通りだが、特徴的なの
は諷刺的な側面が強調されている点だ
ろう。民衆を侮蔑するコリオレイナス、
策謀を巡らす護民官、煽動に流される
民衆すべてが戯画のフィルターを通し
て表現される。あの滑稽さを覚える台
詞回しが作品の解釈に有機的に働いて
いたと言える。
それにつけても触れなければならな
いのは「声」である。日常から解き放た

をダンスの稽古に費やしているわけでは
ないだろうけど、例えばご飯を食べてい
るときも、寝る前も、散歩しているときも、
常に念頭に今日のことを置いていた、と
いう意志が感じられる愛おしいタイトル
だ。今回はショーイングとして、4時間に
渡って合計７つの作品を上演した。
最初は、高木貴久恵の振付による

『Naked .a room』。彼女には、全体
に漂う透明感と繊細な動き、というイ
メージが何となくあったのだが、今回
は透明感だけではない強い眼差しと、
いっそう骨のある下半身の使い方に心
しびれた。ゲストダンサー高田麻里子
との粘りある絡みや、観客に見せてくる
身体の角度は、まさに新境地の開拓と
いった印象を受ける。
木村玲奈『どこかで生まれて、どこか

で暮らす。』では、それぞれ違う地方出

に反応し出す。あの素っ頓狂な声に、
いつの間にかこちらも共鳴し、一緒に
口ずさみそうになるのだ。歌舞伎役者
の口跡をつい真似したくなる、そんな
感覚に近いかもしれない。思えば歌舞
伎も「一声二振三男」と言われるように
声を重視するし、シェイクスピアの戯曲
も「弱強五歩格」の韻律で書かれてい
るわけだから、声の果たす役割は大き
かったはずだ。そういう意味では、地点
の取り組みは現代演劇に声を取り戻す
試みでもあるのかもしれない。

（25日観劇）

よって肩甲骨の張り方や、身体の柔ら
かさが違ったのだ。例えば同じ相手と
でも、別のパターンで身体を触れ合わ
せ、ユニゾンしてゆくことで、色の異な
る雰囲気が伝播してゆくんだと感じた。

4時間は確かに長かったが、まるで
運動会に参加したあとの爽快感みた
いなものが残って気持ちよかった。3
月9日、10日にブラッシュアップして再
上演される作品として、中西ちさと『あ
なたに近づくための方法』と福森ちえみ
『Without Sugar』が選出されている
ので、そちらも楽しみにしたい。

（19日観劇）

まさき よしかつ／大阪大学招聘研究員●表
現が多様化している現代演劇を味わえるよう
になるには、私の小さな鑑賞眼では時間がか
かります。それでも少しずつ享受できる幅が
広がっていくのは嬉しいです。

やまわき ますみ／文章・編集●年末、大分
県で開催していた「混浴温泉世界」「国東半
島アートプロジェクト」というイベントのアル
バイトに行きました。別府でお見かけしたダ
ンサーやスタッフの方に関西で再会できたの
が、不思議な気持ちで嬉しかったです。

撮影：松本久木

福森ちえみ 『Without Sugar』
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もうひとつの
ブエナ・ビスタ・ソシアル・クラブ
吉本秀純

もう一つの皮膚の記憶に触れる　髙嶋慈

マテオ・ストーンマン
1月18日（金）　マザームーン・カフェ六甲店（神戸市）

『石内都 絹の夢』
2012年10月7日（日）－2013年1月6日（日）　丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

キューバの音楽といえば、マンボや
チャチャチャといったラテン・ミュージッ
クの礎となった賑やかなサウンドが最
も広く知られているが、一方でボレロ
（ボレーロ）やフィーリンと呼ばれる
ゆったりとしたテンポで情感豊かに歌
われるメロディ豊かな歌モノの宝庫で
もある。そんなキューバ音楽のメロウ・
サイドに魅せられて、米国のニューハン
プシャー生まれの白人男性でありなが
ら、その影響を独自に昇華した歌を聴
かせるのがマテオ・ストーンマン。これ
までにロサンゼルスとキューバを行き来
しながら制作した2枚のアルバム（『マテ
オ』『マイ・ビューティフル・ハバナ』）が
神戸のプロダクション・デシネから日本
盤発売され、単身での初来日公演を実
現させた彼の弾き語りソロ・ライブは、
CDと同様に古き良きキューバ音楽の

持ち主の個人的な好みや時代の流行などを物語
る、遺された衣服。それらは身体の形をとどめながら
も、身体そのものが「不在」であるが故に、かえってそ
の存在感を生 し々く指し示す。
写真家の石内都は、自身が育った横須賀の街や赤

線地帯を撮った初期作品から、被写体を身体へと移
行し、手足の指や爪、皮膚をクロースアップで写し取
ることで、歳月とともに刻まれたしわ、変形や傷跡を、
生の証として静謐なモノクロに収めてきた。さらに亡
き母の遺品を撮ったシリーズ「Mother’s」を経て、続く
「ひろしま」では、平和記念資料館に収蔵された遺品
―花柄のワンピースやギャザースカートなど、多く
は女性の、美しさや可愛らしさを感じさせる衣服―
を撮っている。
本展『絹の夢』で石内が撮ったのは、出生地であり

織物業の町・群馬県桐生市で、かつて大量に生産さ
れていた銘

めい
仙
せん
である。銘仙は、くず繭の糸を使うため

絹のきものとしては安価で、縦糸を捺染する技法に
よって大胆な柄と色が可能になり、特に大正～昭和
半ばに派手な模様が流行し、多くの女性が身にまとっ
た。だが石内の写真の中の銘仙は、歳月の隔たりを全
く感じさせないほど艶やかで、若 し々い。それは、銘仙
がきものとは思えないほど斬新で大胆な柄と色である

しながらも、その音はブラジルの知性派
スターであるカエターノ・ヴェローゾや
ボサノヴァの創始者であるジョアン・ジ
ルベルトなどにも通じる複合的な響きを
宿していた。スペイン語の楽曲のみなら
ず、合間には「フライ・ミー・トゥ・ザ・ムー
ン」などのジャズ・スタンダード曲やボサ
ノヴァの名曲も効果的に取り上げ、曲
によっては口笛も交えながら、聴き手を
1920年代から50年代くらいにかけての
キューバ～米国～ブラジルへとタイムス
リップさせるような、至福のステージを
繰り広げてくれた。 
また、彼の場合はキューバ音楽に傾
倒していった経緯もユニークで、成功を
夢見てロスに移住してきたものの一時
は窃盗容疑ですべてを失い、服役中に
映画『ブエナ・ビスタ・ソシアル・クラブ』
を観てその音楽の素晴らしさに魅せら

「絹の夢」は、女性たちの憧れであるとともに、近代
化に邁進する日本が追い続けた夢でもある。母の遺品
を撮ることで、その一人の女性としての生に向き合う
という個人的な関係から出発した「Mother’s」に始ま
り、女性たちが遺した衣服や日用品を撮り続ける石内
の仕事は、女性の営みを通して日本の「近代」を見直
す射程にあると言えるだろう。

遺産を愛情たっぷりに継承しながらも、
単なる真似事ではないマテオならでは
の米国のシンガーソングライターらし
い繊細な感覚と美しい歌声が際立った
素晴らしいものとなった。 
銀ブチの眼鏡にブロンドの髪、左利

き用に弦を逆に張ったアコースティッ
ク・ギターをかなり高く構えて弾きなが
ら歌うマテオの佇まいは、良い意味でラ
テン音楽とは無縁なネオアコやギター・
ポップを奏でるソングライターのよう。
しかし、ギターをつま弾きながらファル
セットの歌声でゆったりとスペイン語で
歌われるのは、世界的に大ヒットした映
画『ブエナ・ビスタ・ソシアル・クラブ』で
も親しまれたキューバン・ボレロ。オペラ
歌手が囁くように歌ったような彼独自の
ボーカル・スタイルもまた魅力的で、ノ
スタルジックなキューバ音楽をベースと

ことだけが理由ではない。均一な照明、あるいは光と
影のコントラストを強調するのではなく、自然光の下
での撮影は布の柔らかな陰影を浮かび上がせる。ま
た銀箔を施した額は、時代を経たアンティークのよう
な重厚感を醸し出すが故に、その中に封じ込められて
いた記憶が今まさに解放され、外気にふれて呼吸しは
じめたかのような瑞 し々い息づかいを感じさせる。そし
て、たった今長い眠りから目覚めたかのような銘仙に
向けられる石内の視線の質・。
対象全体をフレーム内に収め、客観的な距離をとっ

て向き合うのではなく、鮮やかなピンクや原色の組み
合わせといった色彩、モダンな幾何学模様や大柄の花
模様など、一つ一つが強く個性を主張する存在感に惹
かれて、思わずきものの表面に目を凝らすような撮り方
である。それは、色や柄を目で愉しみ、絹の手触りを確
かめ、さらにはそこに宿る記憶へと手を伸ばそうとする
ような、触覚的な視線である。手が届きそうな、対象と
の親密な距離の中で、私たちもまた石内の慈しむよう
な視線を共有し、名も無き無数の女性たちのおしゃれ
をする喜びや美しいものへの憧れを感じとる。
絹はまた、明治以降、殖産興業と富国強兵の国

策の下、生糸が重要な輸出品として位置づけられる
中、製糸工場で働く女性の社会進出とも関わりをもつ。

れ、独学でスペイン語をマスターしなが
らキューバに渡って映画に出演してい
た音楽家たちとアルバムを録音するに
至ったという経歴の持ち主。マテオが成
し遂げた“もうひとつのブエナ・ビスタ～”
は米国の有名紙などでも紹介されてお
り、現在は彼のドキュメンタリー映画も
制作されているとのことで、今回の来日
公演にもそのカメラ・クルーが同行して
いた。日本での公演の模様も映画の 重
要なシーンとして盛り込まれる予定との
ことで、そちらの完成も楽しみだ。

よしもと ひですみ／音楽ライター●大阪市在
住。2011年には東京の大石始氏との共同監
修・執筆で、欧州／アフリカ／アラブ／南米
／アジアなど世界中の現在進行形のダンス・
ミュージックを俯瞰した『GLOCAL BEATS』
（音楽出版社）を刊行。

たかしま めぐみ／京都大学大学院文学研究科博士課程●
2年間の執筆も今回で最後です。読者の方、編集スタッフの
方、ありがとうございました。展覧会企画に関わった「Project 
‘Mirrors’」は京都芸術センターで2月26日まで開催中ですが、
プロジェクトはカタログ刊行まで続きます！

〈参考写真〉 photo: Claudio Cambon
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第314回 市民寄席

継ぐこと・伝えること公開インタビュー 「内田樹に聞く『伝統文化に宿るもの』」

明倫茶会 ｢2000年後の発掘☆茶会｣

交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／
阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。

○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。
開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・
談話室・チケット窓口　　　　　 ………10:00－20:00

○カフェ ………………………………………………10:00－21:30
○制作室、事務室 ………………………………10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。
〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter

明倫レコード倶楽部
其ノ46 「ピアノ音楽特集」

音楽と市民の広場43 『NOTHIN’ BEATS』

新世界ゴールデンファイナンス 「内山大の白ダイエット」

烏丸ストロークロック 「エンゲキの庭－おやこ編③」

佐藤隼 「京都で生み出す
100のアイデア／瀬戸内に残す作品」

KUNIO 「KUNIO08『椅子』FINAL
稽古見学＆ワークショップ」

光島貴之 「声の手ざわり－さまざまな素材で触覚コラージュを作ります」

横山良平 「〈アタリ〉と〈アワセ〉のワークショップ」

柴川敏之×てんとうむしプロジェクト 『2000年後の小学校』

柴川敏之×てんとうむしプロジェクト 『2000年後の小学校』
［関連企画］ アーティストトーク
「2000年後のギャラリーツアー」「2000年後のナイト☆ツアー」

柴川敏之×てんとうむしプロジェクト 『2000年後の小学校』
［関連企画］ ダンスパフォーマンス 「2000年後の人類☆復活」

図書室休室

「伝統と文化のものづくり」【実演】

「踊りに行くぜ！！」Ⅱ（セカンド）vol.3 京都公演
～JCDNダンス作品クリエイション＆全国巡回プロジェクト～

「京都の暑い夏／Dance Scape」プロジェクト 『HARAKIRI』

「伝統と文化のものづくり」【実演】【体験会】

「伝統と文化のものづくり」【実演】【体験会】

「伝統と文化のものづくり」【実演】【体験会】
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主催事業 共催事業

Dance 4 All 2012 発表公演・シンポジウム

KAC Performing Arts Program 2012 / Contemporary Dance
ダンスを語る  第6回「伝統と現在を語る」

共催事業明倫ワークショップ明倫茶会展覧会 伝統 音楽 ダンス

〈お知らせ〉 京都芸術センターウェブサイトがリニューアルしました。  http://www.kac.or.jp

第1回 飯森範親と森悠子のオーケストラ・室内楽特別セミナー
─指揮者からのアドバイス─

劇団飛び道具 「『四人のショショ』公開稽古」


